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１．序
本考察の目的は，体育科・保健体育科における「学びの地図～運動編～」を構想するこ
とである。以下，研究全体の背景及び目的を示し，考察の動機とする。
小学校学習指導要領解説体育編（平成２９年６月）及び中学校学習指導要領解説保健体育
編（平成２９年７月）では，「１２年間を見通した指導内容の明確化」１が掲げられている。そ
れは，小学校１年～４年，小学校５年～中学校２年，中学校３年～高校３年までを指導内
容によって区切ったものである。この区切り毎に次の理念が記されている。すなわち，「各
種の運動の基礎を培う時期」（小学校１年～４年），「多くの領域の学習を経験する時期」
（小学校５年～中学校２年），「卒業後も運動やスポーツに多様な形で関わることができる
ようにする時期」（中学校３年～高校３年）である。この発達の段階のまとまりや系統性
を踏まえた指導（学習）内容を「カリキュラム・マネジメント」と関連づける必要がある。
さらに言えば，学習指導要領が「学校，家庭，地域の関係者が幅広く共有し活用できる『学
びの地図』」２として位置付けられたことから，体育科・保健体育科における学習もまた「学
びの地図」の一つとなり得ることを示したい。
長崎大学教育学部附属小学校・中学校では，平成２５年度から「９か年を見通した児童・

生徒の思考力・判断力・表現力の育成」を目指して教育研究を進めている３。平成２８年度
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４ 長崎大学教育学部附属小学校・長崎大学教育学部附属中学校（２０１６）平成２８年度教育研究発表会
研究紀要．
５ 中央教育審議会（２０１６）幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の
改善及び必要な方策等について（答申），p.２８．
６ 中央教育審議会（２０１６）同上答申，p.１８８．
７ 文部科学省（２０１７）小学校学習指導要領解説 体育編，p.８．文部科学省（２０１７）中学校学習指
導要領解説 保健体育編，p.１０．

８ 加藤純一（２０１５）小中連携からみる体育・保健体育のあり方について－運動領域の系統性を中心
に－．「教育学部紀要」文教大学教育学部．４９：１３３-１５３．

９ 岡野昇・佐藤学（２０１５）体育における「学びの共同体」の実践と探究．大修館書店．

教育研究発表会では，「２１世紀型の学び」を「『使える』学力を目指し，主体的・協働的に
問題を解決していく学び」と設定し，「各教科等の本質を見据えた２１世紀型の学びの追究」
を進めた。体育科・保健体育科では，その内容を非認知スキルである「身体知」や「メタ
認知」として捉え，「知るとできるをつなぐ学習」や「セルフモニタリング」と「プラン
ニング」を通じた「協働による学び」によって体育科・保健体育科における学力を示そう
とした４。この方向性は，中央教育審議会答申（平成２８年１２月）における「生きて働く『知
識・技能』」との関連を見出すことができる５。
また，前述の中央教育審議会答申では，小学校から高等学校までの「学習期の系統性」
が求められ６，学習指導要領（平成２９年３月改訂）において各領域で育成を目指したり，
身に付けさせたい具体的な内容の系統性を踏まえた指導内容の充実が求められている７。
さらには，運動の特性が体育科・保健体育科における資質・能力を育成するための学習内
容の一つとして挙げられている。本研究では，これらの系統性を踏まえつつ，領域を超え
た「運動それ自体の特性」を示し，体育科・保健体育科における指導（学習）内容の体系
化を図る。さらに，それをカリキュラム・マネジメントと関連付けることによって，児童
生徒の発達の段階や実態に合わせた学習内容を提示することが可能となり，「学びの地図」
の一つとして示すことができるだろう。
以上の動機から，本考察では体育科・保健体育科における「学びの地図～運動編～」を
構想することを目的とする。なお，本考察に関連した研究として，加藤（２０１５）の研究を
挙げることができる。彼は，平成２０年改訂の学習指導要領解説（体育科・保健体育科）か
ら小・中学校の運動領域の系統図をまとめ，それらを「技の系統性」につなげて考察して
いる。さらに彼は，武道のみが小・中学校の連関性がないことを指摘し，その解決方法と
して「“なんば” 的な身体操作」を紹介している８。加藤の研究は，本研究で意図した「学
びの地図」や「運動の地図」と関連はするものの，各運動領域に留まった考察である。ま
た，岡野・佐藤（２０１５）の研究では，「関係論的アプローチによる体育学習」の重要性が
主張され，佐藤による「協同的な学び」を基に，「体育における対話的学び」の実践研究
が展開されている。彼らの研究は，学習方法を見出すための概念を提示し，「運動の中心
的なおもしろさ」，「運動技能の発達過程」や「身体技法（わざ）の形成過程」を扱いなが
ら考察を展開している９が，加藤の研究と同様に各運動領域に留まった考察である。した
がって，本研究で扱う運動領域を超えた「運動それ自体の特性」についての見解はない。
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表１．「体育や保健の見方・考え方」及び意図１１

特に身近な生活における課題や情報を，
保健領域で学習する病気の予防やけがの
手当の原則及び，健康で安全な生活につ
いての概念等に着目して捉え，病気にか
かったり，けがをしたりするリスクの軽
減や心身の健康の保持増進と関連付ける
こと

運動やスポーツが楽しさや喜びを味わう
ことや体力の向上につながっていること
に着目するとともに，｢すること｣だけで
なく｢みること｣，｢支えること｣，｢知る
こと｣など，自己の適正等に応じて，運
動やスポーツとの多様な関わり方につい
て考えること

＊意図
（小学校）

疾病や傷害を防止するとともに，生活の
質や生きがいを重視した健康に関する観
点を踏まえ，｢個人及び社会生活におけ
る課題や情報を，健康や安全に関する原
則や概念に着目して捉え，疾病等のリス
クの軽減や生活の質の向上，健康を支え
る環境づくりと関連付けること｣

生涯にわたる豊かなスポーツライフを実
現する観点を踏まえ，運動やスポーツ
を，その価値や特性に着目して，楽しさ
や喜びとともに体力の向上に果たす役割
の視点から捉え，自己の適性等に応じた
『する・みる・支える・知る』の多様な
関わり方と関連付けること｣

小学校・中学
校・高等学校
（共通）

保健の見方・考え方体育の見方・考え方学校段階

１０ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（２０１７）次期学習指導要領等に向けたこれまで
の審議のまとめ，pp.１６-１８．

１１ 同上まとめ，pp.２５０-２５１．文部科学省（２０１７）小学校学習指導要領解説 体育編，p.１９.文部科学
省（２０１７）中学校学習指導要領解説 保健体育編，p.２５.なお，『体育科教育』２０１７年１０・１１月号にお
いて「体育・保健の『見方・考え方』」が特集されている。

２．「学びの地図」としての学習指導要領と体育科・保健体育科における「見方・考え方」
中央教育審議会教育課程特別部会の『次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまと
め』（平成２８年８月２６日）によれば，「社会に開かれた教育課程」が求められ，その理念の
もとで子供たちの資質・能力を育むために学習指導要領が改善されることになった。その
一つに学習指導要領の枠組みの見直しが挙げられている。すなわち，「学びの地図」とし
ての学習指導要領への見直しである。「学びの地図」とは，「教育課程や学習指導要領等が，
学校の創意工夫のもと，子供たちの多様で質の高い学びを引き出すため，学校教育を通じ
て子供たちが身に付けるべき資質・能力や学ぶべき内容などの全体像を分かりやすく見渡
せる」ものとして示された言葉である１０。この地図は，「主体的・対話的で深い学び（ア
クティブ・ラーニング）」及び教科の本質的見方・考え方を示した「カリキュラム・マネ
ジメント」を両輪としており，各教科の「見方・考え方」の基礎になっている。体育科・
保健体育科における「体育や保健の見方・考え方」は次のようにまとめることができる。

このような体育や保健の見方・考え方を働かせて，「学びの地図」を用いながら学習を
進めていくことが，これからの時代の学校体育に求められている。本考察の観点から言え
ば，次のことが求められていると言えよう。すなわち，体育や保健の見方・考え方の基本
にある「運動やスポーツの価値や特性」を，各領域を超えた「運動それ自体の特性」とし
てまとめて示すこと，その特性を基にした「学びの地図～運動編～」を作成すること，そ
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写真１．附属小学校「器械運動系（台上前転）」の運動図

１２ 長崎大学教育学部附属小・中学校（２０１６）体育科，保健体育科，体育・保健体育３．
１３ マイネル（金子明友訳）（１９８１）マイネル・スポーツ運動学．大修館書店，pp.１５３-１５９.

れらを用いて授業の実際に対応していくことである。

３．附属小学校及び中学校における「運動図」や「運動のポイント」
附属小学校及び中学校では平成２５年度から「小中共通の学習スタイルによる『協働によ
る学び』の促進」のための一つに「運動図」や「運動のポイント」を授業時に提示し，児
童生徒の学習に活用している。それは，「子どもが運動を実践したり，自己や互いの動き
を見たりするときのポイントを絞ることができるようにし，より具体的な気付きを促す」
ために考案されたものである１２。以下に小学校の授業で提示された運動図（写真１）,中学
校の授業で提示された運動図（写真２）を挙げる。

これらの提示によって，児童生徒が学習する際に，自らの運動感覚と他者のそれとを比
較しつつ学習を進めることが可能になる。さらには，互いの運動観察によって「協働によ
る学び」を進めることが可能になる。児童生徒自身がこれらを再構成し，新たな運動図や
運動のポイントを提示することができるようになると学習が深化していく。その一端が示
されているのが小学校の「こつ発見メモ」である。すなわち，児童が運動図に彼らのこつ
を記入することによって，運動のポイントを共有化することができるのである。中学校で
は記入はないが，学習カード等を用いて「こつ発見メモ」同様の共有がなされている。
また，この運動図や運動のポイントは，スポーツ運動学における本質的諸徴表（諸カテ
ゴリー）が基になっている。さらに言えば，運動図や運動のポイントは局面構造や運動リ
ズム，流動，運動の先取りを示している。本質的諸徴表は，a）図形的諸徴表，b）力動
的諸徴表，c）心理的立場からの諸徴表の３群に分けられ，局面構造は運動経過が空間的・
時間的・力動的に諸局面に分節化されたものである１３。例えば，写真１の台上前転につい
ては，踏み切り，第一空中局面，第二空中局面，着地という３つの局面構造を示し，局面
毎にポイントを示している。主運動である台上前転に焦点化しているために，助走の場面
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写真２．附属中学校「球技（バレーボール）」の運動図

１４ 加藤（２０１５），前掲著，１３３-１５３．
１５ 文部科学省（２０１７）小学校学習指導要領解説 体育編，pp.１７２-１７７．文部科学省（２０１７）中学校
学習指導要領解説 保健体育編，pp.２４９-２５８．

は提示されていないが，運動のどこをポイントとして挙げるかについては学習の展開に
よって変更することが可能だろう。また，写真２のバレーボールのスパイクについては，
３歩助走及びスパイク時の局面構造を示し，運動リズムや流動，運動の先取りについての
ポイントを示している。これについても生徒や教師自身の画像を基に運動図を作成するこ
とができれば，より実態に沿ったポイントを提示できるだろう。
なお，本質的諸徴表には，上述だけでなく，運動伝導，運動の弾性，運動の正確さ運動
の調和もある。何を選択し，どのように図として示すのかについては，教師と学習者との
関係，学習者の発達段階，運動能力，学習の進度などを考慮する必要がある。したがって，
「学びの地図～運動編～」を作成する場合，児童生徒が学習する身体運動の本質的諸徴表
を全て取り入れるかどうかについても検討する必要がある。

４．「学びの地図」と「運動の系統性」の関連付けの必要性
「運動の系統性」については，これまでに「技の系統性」や「技能の系統性」について
の検討が多くなされてきている。それらは，これまでの学習指導要領のねらいや内容に応
じて検討されてきたものであり，体育科教育学を基本とした運動の考察が中心である。ま
た，すでに挙げた１２年間を見通した指導内容の体系化については，発達段階のまとまりを
考慮したものであり，加藤（２０１５）による運動領域の系統図や技の系統性についての検討
は学習指導要領に限定したものである１４。また，小学校学習指導要領解説（体育編）（平
成２９年６月）及び中学校学習指導要領解説（保健体育編）（平成２９年７月）では，運動領
域，体育分野の「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間
性等」系統表が参考として記載されている１５。しかし，それらは各運動領域についての系
統表であり，それらを超えた「運動それ自体の特性」に基づいた系統表ではない。したがっ
て，人間の運動を系統的に示し，それを各領域の基礎として提示する必要が生ずる。その
ためには，マイネル（１９８１）の「誕生時から老年に至る運動発達の展望」を参考にしつつ，
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１６ マイネル（１９８１），前掲書，pp.２７４-３６０．
１７ フェッツ（１９７９）（金子明友・朝岡正雄共訳）体育運動学．不昧堂出版，pp.９３-３２２．
１８ 例えば，金子明友の一連の著作や滝沢文雄（２０１４）現象学的運動学論考．体育・スポーツ哲学研
究，３６（２）：１３-２８が参考になる。

１９ 水原克敏（２０１７）学習指導要領とは何か．体育科教育６月号，pp.１２-１５，p.１４．

考察を進めることが可能だろう１６。また，フェッツ（１９７９）の「人間の運動系の機能と原
理」を参考にすることもできよう１７。さらに言えば，人間学的運動学や現象学的運動学の
分野から人間の身体と運動の関係について検討する必要がある１８。
なお，「学びの地図」については，水原（２０１７）が「学習指導要領が『学びの地図』に

なるには，一人一人の主体的で選択的な学びが可能とならなければならない。」と指摘し
つつ，「公教育としての学校というところは，国家の繁栄と存続を目指して，優れた労働
者を育成する観点から，必要な知識・技能・態度を強制的に教え込むことを使命としてい
るので，多くの人にとっては残念ながら『学びの地図』にはならない。」と批判している１９。
前者は，「地図の機能化」についての指摘と捉えることができる。すなわち，地図はあく
まで現在地を把握して目標地点まで辿り着くための道具であり，地図を操る主体者が内容
を選択し，自ら行動しなければ地図の役割を果たさないということである。本考察の観点
から考えると，地図は写真１・２の運動図や運動のポイントと捉えることができる。それ
らに従って運動を学習したとしても，図やポイントとして示されている内容を自らの運動
として再構成しなければ学習の成果は乏しいものになるだろう。後者の批判の理由につい
ては慎重な議論を要するが，一つの捉え方として「地図による自動案内化」を挙げること
ができる。例えば，カーナビゲーションシステムでは，多くの情報が常時収集及び蓄積さ
れ，車が動き出した途端に進路についての情報が提供される。その結果，多くの人はその
情報に従って行動することになり，カーナビゲーションシステムが地図ではなく，自動案
内として位置付けられるということである。この自動案内によって，他の事柄に集中する
ことができるようになるが，一度それに慣れるとカーナビゲーションシステムに頼らざる
を得なくなるという悪循環に陥る。本考察の観点からから考えると，地図は教師や仲間に
よる指示や補助具と捉えることができる。それらに従って運動を学習し，ある技能を習得
することができたとしても，やはり自らの運動として再構成しなければそれに頼らざるを
得なくなるという悪循環に陥る。
このように，「学びの地図」を機能化させるためには，地図となる運動図や運動のポイ
ントを自らの運動として再構成する必要がある。そのためには，「運動それ自体の特性」
を示し，その系統性と地図の関連付けをする必要がある。そうしなければ，水原が指摘す
るような，地図の機能化がなされずに地図の自動案内化が生じてしまうだろう。

５．「学びの地図～運動編～」の構想
これまでの考察から，「学びの地図～運動編～」についての構想を進めたい。そのため
のキーワードに「知覚循環」，「認知地図」，「ボディ・マッピング」，「ボディ・ナビゲーショ
ン」を挙げる。
ナイサー（１９７８）は「知覚循環」及び「認知地図」について考察し，知覚循環を図１の
ように示している。また，彼は「認知地図（cognitive map）」を「定位図式（orienting
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図１．知覚循環（ナイサー，１９７８） 図２．認知地図に組み込まれている〈図式〉
（ナイサー，１９７８）

２０ ナイサー（古崎敬・村瀬旻訳）認知の構図．サイエンス社，pp.２０-２４，pp.１１５-１３５．
２１ コナブル＆ライカー（小野ひとみ訳）（２０１４）ボディ・マッピング̶だれでも知っておきたい「か
らだ」のこと．春秋社，はじめに ii-iii，p.７９．

２２ Andrew Biel（坂本桂造監訳）改訂版ボディ・ナビゲーション～触ってわかる身体解剖～．医道
の日本社．

schema）」と同義として捉え，認知地図は「一種のイメージ」であり，「空間的心像その
ものは定位図式の機能の一面にすぎない」と説明し，図２のように示している２０。

また，コナブル＆ライカー（２０１４）は，ボディ・マッピングについて考察し，人間は運
動学習によってマップの修正が可能であることを主張している。「ボディ・マッピング
〔Body Mapping〕とは，効率的で，優美で，バランスのとれた動きができるように，ボ
ディ・マップを意識的に修正し，精密にする方法」であり，「ボディ・マップ〔Body Map〕
とは，人間の脳の中にある，体の地図」である。この方法には，アレクサンダー・テクニー
クやフェルデンクライス・テクニック，ピラティス，ラバン・ムーヴメントが挙げられて
いる。彼女らは，人間は脳の中に体とその働きのマップ（地図）を持っており，それには
サイズ・かたち（shape）・働き（mechanics）が書き込まれていることを指摘している。
我々人間はこのマップを使って、筋感覚と内臓感覚の情報を読み取ると言う。さらには，
マップの内容は変化するものであり，学習が必要であることを主張している２１。ボディ・
マッピングに関連して，ボディ・ナビゲーションも興味深い。これは身体のポイントを道
標にして身体構造を明示する身体解剖学の方法であり，ボディ・ワークである２２。自らの
身体を実際に触りながら，筋肉や腱，骨，関節，組織などの触診をしていく。
これらの地図に関わるキーワードを活用し，運動の特性に対応できるような「学びの地
図～運動編～」の構想図を以下のように示す。

６．結
本考察では，体育科・保健体育科における「学びの地図～運動編～」の構想図の作成を
試みた。今後の本研究の概略を示したい。まず，これまでの「運動図」の発展である。そ
のために，附属小学校及び中学校の授業で児童生徒が動画や画像を用いて運動を観察・分
析し，その内容を個人間・グループやクラスで共有する。次に，「運動の特性図」への発
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図３．体育科・保健体育科における「学びの地図～運動編～」の構想図

２５ 岡出美則（２０１７）異なる文脈から新学習指導要領を見つめる．体育科教育６月号．大修館書店，
p.９．

展である。そのために，大学教員と附属学校教員が授業内で扱われた動画や画像を用いて，
領域を超えた「運動それ自体の特性」を見出し，指導（学習）内容の体系化を図る。さら
に，「学びの地図～運動編～」の作成である。「運動それ自体の特性」をカリキュラム・マ
ネジメントと関連付け，体育科・保健体育科における「学びの地図」の作成を試みる。
これらの検討から，次の効果が期待できるだろう。まず，体育科・保健体育科における
「１２年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し」の明確化である。本研究では，その基礎
に「運動それ自体の特性」を置くことによって学習内容を明確にする。それは，他教科に
おける系統性を踏まえた指導内容の見直しの一助にもなる。次に，運動の特性や運動パ
フォーマンスの可視化及びパフォーマンス課題の設定である。本研究では，これまでに採
択された長崎大学教育学部研究企画推進委員会プロジェクト（学部長裁量経費）『マット
運動におけるパフォーマンス課題の研究』（平成２７年度），『ICT機器を活用した運動パ
フォーマンス分析』（平成２８年度）の成果を活用し，児童・生徒が主体的・対話的に深い
学びを進めるための学習環境を整える。３つ目に，「技の系統性」から「運動の特性」へ
の学習の転化である。体育科・保健体育科の学習は技能学習だけではない。「具体的な内
容の系統性」が充実してこそ各種運動の特性が示され，共通した「運動それ自体の特性」
を見出すことが可能である。４つ目に，「学びに向かう力，人間性等」の具体化である。
学習指導要領（平成２９年３月改訂）において示された，「学びに向かう力，人間性等」に
関わる指導内容を設定した教科は，体育科・保健体育科のみである。新学習指導要領にお
ける体育科・保健体育科の試みは，他教科等や学校教育全体で共有・評価され，より適切
なカリキュラムの創造を可能にすると考えられる２５。

付記：本考察は，長崎大学教育学部平成２９年度研究企画推進プロジェクト（学部長裁量経
費）『運動の特性に基づいた指導（学習）内容の体系化―１２年間を見通した指導内容
の明確化に向けて―』の助成を受けて行われた。
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